






その他のタイトル Relation between Connectives and Discourse
























































































































文番号 文段の機能 接続表現 接続表現の種類
（丑～④ 問題提起
④～（む 理由1 まず 添加
⑨～⑲ 理由2 次に 添加























」1 」2 」3 」4 J5 J6 J7 J8 J9 」柑 」11 」12 J13 」14
1番目 まず まず まず まず まず まず まず まず－ まず まず まず まず まず まず第一に
2番目次に 次に 次に 次に 次に 次に 次に そして そして そして そして また また また
3番目 さらに さらに それからそれからそして そして そして さらに さらに それからまた また また また
4番目 最後に その他 また し札ながらまた さらに さらに また また また しかし さらに 一方 しかし
Ll し2 し3 し4 し5 し6 し7 し8 L9 LlO Lll L12 L13 L14 L15
l春日 まず まず まず まず まず まず まず まず まず まず まず いわば いわば たとえば（想定せず）
2番目次に つ引こ 次に 次に そして そして そして さらに そのうえさて つまり 次に そして また それに
3番目また また そして さらに さらに 次に それからところが次に そして しかし それからさらに それに そのうえ
4番目 さらに さらに それからそのうえそのうえそ寸tからまた しかし 最後に しかし したがってそのうえしかし さらにしかし
74 木 戸 光 子
表4 日本譜母語話者と日本語学習者の想定した接続表現の集計結果
日本語母語話者（Jト14） 日本語学習者（Lト15） 日本語母語話者と日本語学習者の合計
1番目 2番目 3番目 4番目計 1番目 2番目 3番目 4番目 計 1番目 2番目 3番目 4番目 計
ま ず 13 13 11 11 24 0 0 0 24
まず第一に 1 1 0 1 0 0 0 1
次 に 7 7 5 2 7 0 12 2 0 14
そ し て 4 3 7 4 2 6 0 8 5 0 13
ま た 3 4 5 12 1 2 1 4 0 4 6 6 16
さ ら に 4 3 7 1 3 3 7 0 1 7 6 14
それか ら 3 3 2 2 4 0 0 5 2 7
その う え 0 1 1 3 5 0 1 1 3 5
そ れ に 0 1 1 2 0 1 1 0 2
最 後 に 1 1 1 1 0 0 0 2 2
そ の 他 1 1 0 0 0 0 1 1
〈漆加〉 川 14 14 10 11 13 13 10 25 27 27 20
し か し 2 2 1 4 5 0 0 1 6 7
しかしながら 1 1 0 0 0 0 1 1
と こ ろ が 0 1 1 0 0 1 0 1
〈逆接〉 0 0 0 3 0 0 2 4 0 0 2 7
一 方
1 1 0 0 0 0 1 1
〈対比〉 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0・ 0 1
つ ま り 0 1 1 0 1 0 0 1
た と えば 0 1 1 1 0 0 0 1
い わ ば 0 2 2 2 0 0 0 2
〈同列〉 0 0 0 0 3 1 0 0 3 1 0 0
さ て 0 1 1 0 1 0 0 1
〈転換〉 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0
したがって 0 1 1 0 0 0 1 1
〈煩接〉 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
ゼ ロ 0 1 1 1 0 0 0 1
〈連鎖〉 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
接続表現と列挙の文章構造の関係（1）
接続表現を表3に示す。表4は表3を集計してまとめたものである。
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1番目 2番目 3番目 4番目   
添加まず  
1よ l執ヾ・  川、ヽ 
まず第Ⅶ一に  




ノバ2 笠、∴、、熱、、く′′、、   
そして   も、、、＼、染；さごこニ∴掛 
、   
また   も’、、、、、、羨ま、ござ～ミこ、範∴′1   
さらに  －1、Iわヽ ヾ、小l、＼レ   H ‖  、、fJ∫、1、、∨′′、J、㌢3～∴〉Jこ、／3   、 
それから  呈宣告2   
そのうえ   い汗∴、キ・ミ：てち、ニヰ、ミミ、3   
それに   H H H H  汗り、、il、、、、、Il、∴   
最後に  




、1   
u u  
t 
、 
逆接しかし  ／Il、 
り ′ lサー′  
しかしながら  
I 
J l／llノ  IJll／  ‘  
′  
ところが  ′  
llJl  
lI／l   
I  
′ I  l  
対比 山方  l  †  ■   l  
ll／l t   
メ  〆   
lりI 
同列つまり  I H H H  l  暮I 
すなわち  ーII  l  
†，l  l  
たとえば  
l  l  
肌   
l  
いわば   2／   l  
t  
tI 
tl l   
l 
1－I  l  
転換 さて   
l  l   
l   
順接 したがって   1  
連鎖 （想定せず）   
図2 日本譜学習者の想定した接続表現の言語形式と出現順   
個々の被験者が想定した1番目から4番目までの組み合わせを図1と図2に  









1番目 →2番目 一3番目 一4番目 日本語母語話者 日本語学習者 計
添加 → 添加 → 添加 → 添加 10 8 18
添加 一 添加 －ヰ 添加 → 逆接 3 3
添加 → 添加 一 添加 → 対比 1 1
添加 一 添加 → 逆接 一 道接 1 1
添加 一 転換 一 添加 → 逆接 1 1
添加 一 同列 → 逆接 → 順接 1 1
同列 → 添加 ヰ 添加 一 添加 2 2
同列 → 添加 一 添加 → 逆接 1 1













































































































想 定 し た 接 続 表 現
1番目 → 2番目 → 3番目 一 4番目
日本語母語話者
J4 まず → 次に → それから 一 しかしながら
Jll まず －ヰ そして → また －ヰ しかし
J14 まず第一に→ また 一 また ・→ しかし
日本語学習者
L8 まず → さらに 一 ところが 一 しかし
LlO まず → さて → そして 一 しかし
L13 いわば －ヰ そして・小 さらに 一ヰ しかし





























































































→ 3番目 一 4番目
日本語母語話者と日本語学習者 A まず → 次に －ヰ さらに 一寸 そして
B まず 一 次に → さらに → さらに
C まず → 次に 一 さらに → しかし
日本語母語話者 D まず → 次に ヰ また → また
E まず ヰ 次に → さらに → また
日本語学習者 F まず 一寸 次に → さらに → しかし
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注
1．本稿では「接続詞」ではなく「接続表現」と呼ぶ。文の要素としての品詞では
なく，文章構造の手がかりとなる要素の一つだからである。同様に，文と文章
の間の単位を「段落」ではなく「文段」と呼ぶ。寺村・佐久間・杉戸・半澤（1990）
参照。
2．佐久間（1989），ベケシュ（1991），邑本（1992）参照。
3．接続表現の分類は，市川（1978）の文の連接関係の基本的類型（pp．88…93）に
従う。以下，基本的類型の説明を引用する。市川は「接続表現」ではなく「接
続語句」と呼んでいる。
順接型 前文の内容を条件とするその帰結を後文に述べる型。
逆接型 前文の内容に付け加わる内容を後文に述べる型。
対比型 前文の内容に対して対比的な内容を後文に述べる型。
転換型 前文の内容から転じて，別個の内容を後文に述べる型。
同列型 前文の内容と同等とみなされる内容を後文に重ねて述べる型。
補足型 前文の内容を補足する内容を後文に述べる型。
連鎖型 前文の内容に直接結びつく内容を後文に述べる型。（接続語句は普通用
いられない。）
なお，本稿では「～型」は省略して，「添加」「逆接」のように呼ぶ。
4．「メタ言語的な文」というのは，文章の実質的な内容を表さず，文章展開機能だ
けを表すだけの文のことをいう。「メタ言語的」については，杉戸・塚田（1991）
参照。日本語教育の作文教科書では，浜田・平尾・由井（1997）の「行動を述
べる文」，二通・佐藤（1999）の「関係指示文」がこれに相当するだろう。
5．授業で使用した教科書は，佐々木・松本（1990）の一部。この教科書の接続詞
の分類は，市川（1978）の分類とほぼ同じと見られる。
6．佐久間（1989）p．237参照。「原文残存認定単位の判定作業の結果からは，ごく
限られた結論しか得られていない。統計的検定に基づき，上位150字残存認定単
位を決めたが，これを直ちに要約文のモデルとするわけにもいかをい。木戸（第
7章，p．122）によれば，上位150字残存認定単位を全て用いた要約文は皆無に
近いという。」
7．文章構造類型については佐久間（1986）に従う。
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